
妹
尾
一
成
自
治
連
合
会
長
の

開
会
挨
拶
に
続
い
て
議
題
審
議

に
移
り
、
倉
橋
一
郎
会
計
が
十

九
年
度
予
算
案
を
説
明
。
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
五
月
二
十
日
に
開
か

れ
る
井
原
町
大
運
動
会
の
概
要

説
明
と
選
手
選
出
依
頼
を
細
羽

正
敏
福
祉
体
育
部
長
が
行
っ

た
。
三
年
続
け
て
同
額
の
自
治

会
費
及
び
神
社
費
集
金
、
運
動

会
選
手
名
簿
の
提
出
期
限
は
四

月
二
十
五
日
と
し
た
。

出
席
者
か
ら
の
意
見
で
は
、

川
相
肇
井
原
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
長
が
高
齢
化
率
が
高
ま
っ

て
い
る
井
原
町
の
現
状
を
述
べ

る
と
共
に
、
旧
ト
マ
ト
銀
行
跡

に
開
設
予
定
の
福
祉
活
動
拠
点

と
ま
と
さ
ん
家
（
ち
）
へ
の
理

解
と
協
力
を
求
め
た
。

ま
た
大
坪
正
広
民
生
児
童
委

員
は
「
今
年
は
民
生
委
員
制
度

が
出
来
て
九
十
周
年
」
と
報

告
。
さ
ら
に
「
先
般
、
市
の
防

災
マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ
た
。
大

き
な
災
害
へ
対
応
す
る
た
め
に

倉
掛
独
自
の
住
民
連
絡
網
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
」
と
、
自
治

連
合
会
へ
防
災
関
連
の
提
言
を

行
っ
た
。

倉
掛
婦
人
会
の
役

員
顔
合
わ
せ
（
総

会
）
が
四
月
八
日
、

倉
掛
公
民
館
で
行
わ

れ
各
組
長
ら
約
三
十

人
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
渡
辺
公
恵

支
部
長
が
「
婦
人
会

活
動
は
皆
様
の
ご
協

力
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
」
と
就
任
挨
拶
。

続
い
て
渡
辺
照
子
会

計
が
18
年
度
決
算
報

告
を
行
っ
た
。

本
年
度
の
主
な
活
動
は
敬
老

会
、
各
運
動
会
、
井
原
町
盆
踊

り
、
井
原
市
が
主
催
す
る
夏
祭

り
へ
の
参
加
な
ど
を
予
定
し
て

い
る
。

井
原
婦
人
会
の
本
部
役
員
は

15-

２
組
中
島
知
子
さ
ん
に
替

わ
り
、
昨
年
度
倉
掛
婦
人
会
の

副
支
部
長
だ
っ
た
梶
谷
美
奈
子

さ
ん
が
務
め
る
。

◇

◇

〈

井

原

婦

人

会

〉

本
部
役
員

梶
谷
美
奈
子

（
18-

３
組
）

〈

倉

掛

婦

人

会

〉

支
部
長

渡
辺

公
恵

（
15-

１
組
）

副
支
部
長

会

計

渡
辺

照
子

（
８

組
）

文
化
教
養

藤
原

絹
子

（
13-

２
組
）

保
健
体
育

若
林

節
子

（
２

組
）

福
祉
生
活

朝
原

久
子

（
17

組
）

（
写
真
上
＝
左
か
ら
若
林
節
子

さ
ん
、
朝
原
久
子
さ
ん
、
渡
辺

公
恵
さ
ん
、
藤
原
絹
子
さ
ん
、

渡
辺
照
子
さ
ん
）

井
原
の
春
を
彩
る
郷
社
ま
つ

り
が
四
月
四
日
に
執
り
行
わ

れ
、
八
分
咲
き
の
小
田
川
堤
や

境
内
の
桜
を
楽
し
む
参
拝
客
で

賑
わ
っ
た
。

午
前
中
は
式
典
に
続
い
て
優

雅
な
巫
女
舞
い
、
午
後
か
ら
は

忠
魂
碑
前
で
旧
井
原
市
内
の
戦

没
者
１
３
７
９
人
の
鎮
魂
祭
が

行
わ
れ
、
滝
本
豊
文
市
長
ら
が

出
席
し
た
。

自
治
連
合
会
は
倉
掛
地
内
約

六
十
事
業
所
の
自
治
会
費
を
据

え
置
き
、
五
月
十
八
日
に
集
金

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

平
成
十
八
年
度
は
災
害
出
費

が
無
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
予

算
案
を
検
討
し
た
際
、
一
般
会

費
と
事
業
所
会
費
の
改
定
は
必

要
な
い
と
の
意
見
で
一
致
し
て

い
た
。

自
治
連
合
会
の
妹
尾
一
成
会

長
は
「
ほ
と
ん
ど
の
事
業
所
は

十
八
日
の
午
前
中
に
伺
い
ま

す
」
と
述
べ
、
塾
な
ど
は
当
日

ま
た
は
後
日
の
夕
刻
を
予
定
し

て
い
る
。

倉
掛
自
治
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
五
月
上
旬
か
ら
趣
味
作
品

の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
よ
う

と
、
倉
掛
新
聞
編
集
委
員
会
が

企
画
し
て
い
る
。

倉
掛
公
民
館
の
開
設
以
後
、

絵
手
紙
教
室
な
ど
の
受
講
者
が

増
え
「
作
品
発
表
の
場
に
ふ
さ

わ
し
い
文
化
祭
を
」
と
、
期
待

す
る
声
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
自
治
連
合
会
が
近
々

開
催
す
る
の
は
難
し
い
と
の
見

通
し
か
ら
、
急
き
ょ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
活
用
と
な
っ
た
も
の
。
掲

載
す
る
作
品
の
種
類
は
問
わ
な

い
。
写
真
撮
影
や
画
像
の
読
み

取
り
に
関
す
る
相
談
受
付
窓
口

は
、
編
集
委
員
か
サ
ロ
ン
あ
す

は
の
役
員
が
担
当
す
る
。

渡
辺
研
一
編
集
長
は
「
こ
の

方
法
な
ら
ば
会
場
は
不
要
だ
し

費
用
も
掛
か
ら
な
い
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
倉
掛
文
化

の
新
た
な
情
報
発
信
に
つ
な
が

れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会 長 ／ 妹 尾 一 成

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

平
成
十
九
年
度
倉
掛
自
治
会
予
算
総
会
が
四
月
七
日
に
倉

掛
公
民
館
で
開
か
れ
、
各
組
自
治
会
長
を
は
じ
め
自
治
連
合

会
や
婦
人
会
の
役
員
ら
約
四
十
人
が
出
席
し
た
。

連
絡
網
の
重
要
性
提
言

予算総会

※カッコ内は世帯数

１ 組（10）吉岡 功一
２ 組（ 6）西村 彦雄
３ 組（12）新谷 雅司
４ 組（ 5）今井 忠秋
５－１組（12）渡辺 文太
５－２組（13）細羽 正敏
６ 組（11）倉橋 節昭
７ 組（ 8）山岡千恵子
８ 組（20）掛橋 浩之
９ 組（ 6）掛橋 健吉
10 組（ 6）高本 良一
11 組（ 7）片岡 厚子
12－１組（ 7）井上 和夫
12－２組（14）瀬藤 智弘
13－１組（ 6）田原耕太郎
13－２組（13）浅井 久裕
13－３組（18）津組 重恵
14 組（13）増成 実
15－１組（10）山岡 秀男
15－２組（ 8）倉橋 寿一
16 組（17）谷 和政
17 組（10）藤井ツルエ
18－１組（ 8）丸山 治人
18－２組（ 9）藤井 健
18－３組（ 8）山中 洋介

平成19年度自治会長

新 役 員 で ス タ ー ト

５
月
18
日
に
集
金倉 掛 新 聞

編集委員会



サ
ロ
ン
あ
す
は
（
川
相
肇
代

表
）
が
四
月
五
日
、
郷
社
足
次

山
神
社
拝
殿
で
交
流
集
会
を
開

き
、
会
員
四
十
四
人
が
参
加
し

た
。午

前
十
時
過
ぎ
に
始
ま
っ
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
井
原

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
橋
本
恭

子
講
師
と
清
水
芳
江
講
師
の
二

人
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
全

員
が
輪
に
な
っ
て
座
り
「
き
ょ

う
ち
ゃ
ん
」
「
く
に
ち
ゃ
ん
」

と
お
互
い
の
名
前
を
呼
ん
で
ボ

ー
ル
を
投
げ
合
う

ネ
ー
ム
パ

ス

＝
写
真
上
＝
や

ジ
ャ
ン

ケ
ン
前
へ

な
ど
の
動
き
の
あ

る
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
、
最

後
は
「
東
京
音
頭
」
「
き
よ
し

の
ズ
ン
ド
コ
・
ジ
ャ
ン
ケ
ン

節
」
を
合
唱
し
て
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
た
。

そ
の
後
の
食
事
会
で
は
、
境

内
の
桜
も
満
開
に
近
か
っ
た
こ

と
か
ら
参
加
者
は
「
ち
ょ
う
ど

良
い
花
見
が
で
き
ま
し
た
ね
」

と
笑
顔
で
話
し
合
っ
て
い
た
。

次
回
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
開

催
は
五
月
十
五
日
。
偕
楽
園
・

ケ
ア
ハ
ウ
ス
四
季
が
丘
（
六
月

一
日
オ
ー
プ
ン
）
を
見
学
後
、

チ
ボ
リ
公
園
を
訪
れ
る
福
祉
施

設
見
学
と
春
の
親
睦
旅
行
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

井
原
地
区
の
粗
大
ゴ
ミ
回
収

が
四
月
二
十
二
日
、
井
原
小
学

校
で
行
わ
れ
、
市
職
員
や
各
自

治
連
合
会
役
員
ら
約
五
十
人
が

作
業
に
関
わ
っ
た
。

回
収
は
午
前
八
時
か

ら
一
時
間
半
行
わ
れ
、

次
々
と
持
ち
込
ま
れ
る

家
電
製
品
な
ど
を
チ
ェ

ッ
ク
し
な
が
ら
、
リ
サ

イ
ク
ル
業
者
の
コ
ン
テ

ナ
へ
運
び
込
ん
だ
。

倉
掛
１
組
の
平
井
達

也
さ
ん
は
「
処
分
に
困

っ
て
い
た
古
い
自
転
車

な
ど
を
持
ち
込
み
ま
し

た
。
助
か
り
ま
す
」
と

話
し
て
い
た
。

倉
掛
少
年
団
（
浅
井
智
成
団

長
）
と
同
育
成
会
（
山
岡
秀
男

会
長
）
が
平
成
十
九
年
度
の
役

員
人
事
と
行
事
予
定
を
発
表
し

た
。メ

イ
ン
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

は
七
月
二
十
八
日
か
ら
二
十
九

日
、
新
見
市
大
佐
山
キ
ャ
ン
プ

場
で
行
う
予
定
。

育
成
会
の
山
岡
会
長
は
「
今

年
の
団
員
は
二
十
四
人
と
三
人

増
え
た
。
大
佐
山
で
の
キ
ャ
ン

プ
は
少
し
遠
い
が
、
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
よ
う
だ
。
親

子
共
々
元
気
一
杯
の
活
動
を
目

指
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
て

い
る
。

〈
倉
掛
少
年
団
育
成
会
〉

会

長

山
岡

秀
男

副
会
長

岡
藤

良
二

副
会
長

濱
田

竜
雄

副
会
長

川
相

順
子

副
会
長

田
原

貞
子

会

計

黒
崎

英
夫

監

査

吉
川
理
津
子

〈
倉

掛

少

年

団
〉

団

長

浅
井

智
成

副
団
長

山
岡

早
稀
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5/ 6  井原分団第３部試運転日

5/ 9  サロンあすは絵手紙教室

5/11～20 春の交通安全県民運動

5/12  自治連合会防犯パトロール

5/13  少年団・公園＆小田川堤清掃

5/15  サロンあすは

福祉施設見学＆春の親睦旅行

5/18  事業所自治会費集金日

5/20  井原町大運動会

5/20  岡山県消防操法訓練大会

5/20～27 倉掛全戸溝掃除

6/ 3  井原分団第３部試運転日

6/ 3  倉掛少年団廃品回収

午前８時00分～

6/ 3  汚泥積み込み

消火器薬剤入替

午前８時30分～

6/16  自治連合会防犯パトロール

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■ユニークな一句、３月の秀吟に
山陽新聞・読者のページの時事せんりゅうに
応募していた倉掛12－２組竹田京子さんの作
品が、３月の秀吟（５点）に選ばれ、４月13
日付の同紙に掲載された。竹田さんは今年、
気象庁がデータ入力ミスで桜の開花予想修正
に至ったことをとらえ「開花時早すぎますと
カンピューター」と詠んだ。人間のカンがコ
ンピューターによる誤りを指摘したユニーク
な一句。
■横田祐子さん（小５）に少年キラリ賞
よい行いをしたり日々頑張っている生徒・児
童を讃えようと、井原市が制定している少年
キラリ賞の表彰式が３月19日に行われ、33人
と２団体が受賞した。井原小学校関係では倉
掛13－3組横田祐子さん（５年）と平成18年
度６年い組が受賞した。祐子さんは毎日花木
の世話をし、病気にも負けず明るく笑顔で挨
拶できることなどが評価されたもの。

郷
社
拝
殿
で
交
流
集
会

サロンあすは

学年 氏 名 保護者

浅井 智成 久裕

入江 風羽 正康

岡藤 里奈 良二

小川 晃平 泰之

６年 神崎 玖典 節夫

倉橋奈津子 秀樹

文谷 真 功

溝部 玲美 和之

山岡 早稀 秀男

５年

片山 美帆 由美子

川相 直規 勝

黒崎まどか 英夫

小谷 百花 規之

田原 博己 貞子

塚村 美咲 秀司

濱田 博一 竜雄

横田 祐子 知恵

渡辺 大地 裕子

４年

倉橋友紀恵 秀樹

文谷 翠 功

房野南々帆 健一

溝部 駿一 和之

山岡 友紀 秀男

山元菜々美 幸治

倉掛少年団員名簿

4月 4日 郷社清掃

5月13日 公園・堤清掃奉仕

5月20日 井原小運動会

6月 3日 春季廃品回収

7月22日 ＰＴＡ奉仕作業

7月23日 ラジオ体操

7月28日 キャンプ（大佐山）

8月 5日 倉掛公園清掃奉仕

10月14日 公園・堤清掃奉仕

10月28日 井原町秋季大祭

11月 4日 秋季廃品回収

11月 9日 夜警活動

11月18日 ＰＴＡ奉仕作業

12月 9日 クリスマス会

1月20日 消防出初式

2月 3日 三世代交流活動

3月 2日 入退団式

少年団行事予定

倉掛少年団


